


























































































































」 。 ，方 の育成がある 小数の乗法の意味指導は
「数学的な考え方」の１つである「拡張の考
」 。 ，え を育てるのによい場面となる なぜなら
整数の乗法は「同数累加」の意味を用いて理
解することができるが，乗数が小数になると


































































































。 「 」に発表させる その中に記されていた ×３










































の ５倍(×５) よりも間の目盛りの数で ５「 」 「
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（【 】 ）。現した数直線モデルを用いた 図20 参照
これは，中村（1996）の数直線モデルとは異




（ ）」 。倍 の関係が非常に直観的に示されている
















































































































































































































「 『 』 ，ことや 生徒たちの 指示の文脈 を見極め



































指導 年小数のかけ算 －数直線を使った指(5 )
導 を 通 し て － 日 本 数 学 教 育 学 会 誌.
,65(6),pp.34-38.
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